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司
祭　

ヨ
ハ
ネ
　
吉
　
田
　
雅
　
人
　

こ
の
道
に
従
う
者

こ
の
道
に
従
う
者

　

二
〇
〇
二
年
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神

学
館
に
出
向
し
、
教
役
者
養
成
の
働

き
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
は

や
一
四
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
の
間

に
、
各
教
区
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
神

学
生
た
ち
が
、
神
学
館
で
の
学
び
を

終
え
て
、
各
々
の
場
で
牧
会
者
と
し

て
神
様
と
人
々
と
に
仕
え
て
お
ら
れ

ま
す
。

　

こ
の
働
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中

で
、「
ど
の
よ
う
な
奉
仕
職
像
、
牧

会
者
像
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
神
学
教

育
に
あ
た
れ
ば
よ
い
の
か
」、
い
ろ

い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
ヒ
ン
ト
に
な

っ
た
の
は
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館

の
建
学
の
精
神
で
あ
る
、「
道
を
伝

え
て
己
を
伝
え
ず
」
と
い
う
言
葉
で

し
た
。

　

こ
の
言
葉
は
、
日
本
聖
公
会
初
代

主
教
Ｃ
・
Ｍ
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
師
父

を
記
念
し
て
、
米
国
バ
ー
ジ
ニ
ア
州

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
の
墓
地
に
建
て
ら
れ

た
記
念
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
言
葉
で

す
。
こ
の
碑
文
を
し
た
た
め
た
山
縣

雄
杜
三
司
祭
は
、
主
教
が
ご
自
身
の

人
柄
・
生
活
の
す
べ
て
を
通
し
て
宣

教
し
、
ご
自
分
の
思
い
や
行
い
を
誇

ら
ず
非
常
に
謙
虚
で
あ
っ
た
、
そ
の

生
き
方
を
「
道
を
伝
え
て
己
を
伝
え

ず
」
と
い
う
言
葉
で
表
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
「
道
」
と
は
、
一
体
何

を
意
味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
道
と
は
？
」

　

使
徒
言
行
録
一
一
・
二
六
に
は「
ア

ン
テ
ィ
オ
キ
ア
で
、
弟
子
た
ち
が
初

め
て
キ
リ
ス
ト
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
九
・
二
を
み
ま
す
と
、
そ
れ

以
前
の
彼
ら
は
、「
こ
の
道
に
従
う

者
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。「
道
」
と
は
新
約
聖
書
の

言
葉
で
「
ホ
ド
ス
」
と
言
い
、
普
通

は
街
道
や
経
路
を
意
味
し
ま
す
。
そ

れ
以
外
に
も
「
旅
」
と
か
「
途
上
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

使
徒
言
行
録
の
「
ホ
ド
ス
」
は
、
集

団
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
、
ま

た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
全
体

を
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
の
イ
エ
ス
様
の
教
え
を
一
言
で

表
現
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、

主
ご
自
身
が
マ
タ
イ
二
二
・
三
七
〜

四
〇
で
「『
心
を
尽
く
し
、
精
神
を

尽
く
し
、
思
い
を
尽
く
し
て
、
あ
な

た
の
神
で
あ
る
主
を
愛
し
な
さ
い
。』

こ
れ
が
最
も
重
要
な
第
一
の
掟
で
あ

る
。
第
二
も
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に

重
要
で
あ
る
。『
隣
人
を
自
分
の
よ

う
に
愛
し
な
さ
い
。』
律
法
全
体
と

預
言
者
は
、
こ
の
二
つ
の
掟
に
基
づ

い
て
い
る
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
の
掟
の
「
〜
を
尽
く
し
て
愛

し
な
さ
い
」
と
は
、「
あ
な
た
の
す

べ
て
を
か
け
て
神
様
を
大
切
に
し
な

さ
い
」
と
言
う
意
味
で
す
。
第
二
の

掟
は
「
隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
」
と

言
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
自
分
を
愛
し

大
切
に
す
る
の
と
同
じ
だ
け
、
つ
ま

り
五
〇
対
五
〇
で
自
分
と
他
者
と
を

大
事
に
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
生
き
る
こ
と
が

「
こ
の
道
に
従
う
者
」
だ
と
言
う
の

で
す
。

　
「
五
〇
対
五
〇
」
で
と
言
わ
れ
る

と
、
ち
ょ
っ
と
ホ
ッ
と
す
る
の
で
す

が
、
そ
れ
で
も
こ
の
よ
う
に
生
き
る

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
。
弟
子
た
ち

も
「
イ
エ
ス
の
言
わ
れ
た
こ
と
が
理

解
で
き
な
か
っ
た
（
ル
カ
一
八
・
三

四
）」
の
で
す
。

「
謙
虚
に
誠
実
に
道
を
歩
む
」

　

で
は
、
弟
子
た
ち
は
い
つ
ど
の
よ

う
に
イ
エ
ス
様
の
御
言
葉
の
意
味
が

分
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は

ご
復
活
の
イ
エ
ス
様
と
出
会
い
、
そ

の
生
き
方
を
想
い
起
こ
し
た
時
だ
と

思
い
ま
す
。
ル
カ
二
四
・
一
三
〜
三

五
の
ク
レ
オ
パ
と
復
活
の
イ
エ
ス
様

と
の
出
会
い
の
物
語
で
は
、
旅
の
途

上
で
聞
い
た
言
葉
だ
け
で
は
分
か
ら

な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
イ
エ
ス
様
が

パ
ン
を
裂
い
て
お
渡
し
に
な
っ
た

時
、
即
ち
十
字
架
に
ご
自
身
を
献
げ

ら
れ
た
イ
エ
ス
様
を
想
起
し
た
時
、

「
イ
エ
ス
だ
と
分
か
っ
た
」
と
い
う

の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
イ
エ
ス
様
は
十

字
架
上
に
全
て
を
献
げ
ら
れ
た
の
で

す
が
、
弱
い
私
た
ち
に
は
「
他
者
半

分
、
自
分
半
分
で
十
分
だ
よ
」
と
言

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

イ
エ
ス
様
は
ご
自
分
の
仲
間
だ
け

で
な
く
、
こ
の
世
の
中
で
気
に
も
掛

け
ら
れ
て
い
な
い
人
や
、
苦
難
の
う

ち
に
あ
る
人
と
共
に
歩
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
イ
エ
ス
様
の
生
き
方
に
倣

っ
て
生
き
る
道
、
そ
の
「
途
上
」
を

歩
ん
で
い
く
「
旅
」
こ
そ
、「
道
を

伝
え
て
」
の
「
道
」
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

私
た
ち
が
こ
の
道
を
謙
虚
に
誠
実

に
歩
ん
で
い
く
時
、
信
徒
も
聖
職
も

共
に
、「
こ
の
道
に
従
う
者
」、
神
様

と
こ
の
世
に
仕
え
て
い
く
教
会
共
同

体
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
た
だ
け
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

11
月
27
日
（
日
）

　
マ
ル
ガ
リ
ー
タ　

中　
　
　

絵
理
子

　
聖
母
マ
リ
ア　

西　

田　

優　

子

　

テ
レ
ジ
ア　

西　

田　

紗　

和

　

ソ
フ
ィ
ア　

西　

田　

心　

和

呉
信
愛
教
会

12
月
25
日
（
日
）

　
エ
リ
ザ
ベ
ス　

崔　
　
　

裕　

子

　

マ
リ
ア　

杉　

原　

比
佐
子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

グ
レ
ー
ス　

益　

田　

純　

伶

　

ジ
ョ
イ
ス　

益　

田　
　
　

葵

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

１
月
５
日
（
木
）

　

ル　

カ　

西　

條　

史　

朗

徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会

12
月
25
日
（
日
）

　

モ
ニ
カ　

白　

石　

梨
里
子

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会

11
月
20
日
（
日
）

　

モ
ニ
カ　

永　

野　

園　

子

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

11
月
27
日
（
日
）

　
マ
ル
ガ
リ
ー
タ　

中　
　
　

絵
理
子

　
聖
母
マ
リ
ア　

西　

田　

優　

子

呉
信
愛
教
会

12
月
25
日
（
日
）

　

ペ
テ
ロ　

石　

原　

太　

史

　

ペ
テ
ロ　

杉　

原　

一　

也

　
エ
リ
ザ
ベ
ス　

崔　
　
　

裕　

子

　

マ
リ
ア　

杉　

原　

比
佐
子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

１
月
７
日
（
金
）

　

福
岡
聖
パ
ウ
ロ
教
会
に
て

　
　
　
　
　

石　

橋　

賢　

人

ク
レ
ア　

瀬　

山　

思　

美

（
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
）

11
月
11
日
（
金
）

　
マ
ー
ガ
レッ
ト　

武　

田　

喜
代
子

神
戸
昇
天
教
会

11
月
13
日
（
日
）

　
フ
ラ
ン
シ
ス
カ　

野　

間　

幸　

恵

姫
路
顕
栄
教
会

11
月
26
日
（
土
）

　

エ
ス
テ
ル　

国　

東　

文　

子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

12
月
５
日
（
月
）

　

ヨ
セ
フ　

高　

山　
　
　

勇

神
戸
昇
天
教
会

12
月
６
日
（
火
）

　

ル　
　

ツ　

小　

山　

冨　

美

姫
路
顕
栄
教
会

12
月
６
日
（
火
）

　

マ
リ
ア　

伊　

藤　
　
　

章

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

12
月
19
日
（
月
）

　

マ
リ
ア　

八　

代　

ト
シ
子

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

10
月
27
日
（
木
）

　

マ
リ
ア　

舟　

茂　

恵　

子

　

京
都
教
区 

聖
光
教
会
よ
り

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
へ

１
月
１
日
（
日
）　

　

サ
ム
エ
ル　

竹　

内　

克　

治

　

神
戸
昇
天
教
会
か
ら

神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
へ

伝
道
区
婦
人
会
降
臨
節
静
想
日

礼
拝
を
姫
路
で
開
催
！

　

去
る
12
月
２
日
（
金
）
に
静
想
日

礼
拝
が
久
し
ぶ
り
に
姫
路
顕
栄
教
会

に
て
開
催
さ
れ
、
伝
道
区
内
諸
教
会

か
ら
約
30
名
の
ご
婦
人
が
参
加
さ
れ

た
。
聖
餐
式
を
守
り
、
午
前
と
午
後

の
２
回
に
渡
っ
て
講
話
を
聞
き
静
想

し
な
が
ら
神
に
心
を
向
け
る
こ
と
が

出
来
て
感
謝
致
し
ま
す
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

教　

籍　

移　

動

神
戸
伝
道
区

祝　
　

洗　
　

礼

祝　
　

堅　
　

信

ご　
　

逝　
　

去

ご　
　

聖　
　

婚３日
５日
５日
５日
６日
７日
11日
12日
12日
13日
16日
17日
20日
23日
不明

司 祭
司 祭
司 祭
主 教
司 祭
宣教師
司 祭
伝道師
伝道師
宣教師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師
宣教師

ウッドワード
バックストン
牧野　輿三郎
村 尾　昇 一
竹 内　宗 六
ウォージントン
中 道　政 市
小 南　ア サ
高 木　ぬ ひ
フ ァ ギ ル
ブ ライド ル
ポ ー ル
田 中　愛 次
西 村　ひ ろ
パ ー カ ー

ハリー
バークレイ
ヤコブ
モーセ

ホノリア  
ヨハネ
ルツ

フローレンス
ジョージ
ジョージ
ヨセフ

アリス

日時　2017年2月9日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　瀬山　公一

２月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

3日
6日
11日
12日
13日
16日
17日
17日
18日
21日
22日
22日
23日
25日
27日
27日
29日
30日
31日

司 祭
宣教師
宣教師
主 教
伝道師
宣教師
司 祭
宣教師
主 教
主 教
司 祭
伝道師
伝道師
伝道師
伝道師
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師

ケテルウェル
ロ バ ー ツ
オグレスビー
八 代　 崇
明 山　せ つ
ナ ッ シ ュ
ア レ ン
ガーデナー
木川田　一郎
フ ォ ス
ナ イ ト
広瀬　なおみ
田中　ハナ子
億 川　三 重
中尾　ミサヲ
ウ ェ ストン
袴 田　観 一
粟飯原　亀一
阿 部　 浄

フレッド
アリス

アンジェラ
ヤコブ

エリザベス
エリック

フローレンス
クリストファー

ヒュウ
オリバー
ナオミ
ハンナ

エリザベツ

ウォルター
ステパノ
ヨハネ
マリヤ

日時　2017年3月2日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　中村　　豊

3月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

（
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
神
学
館
館
長
）

お
詫
び
と
訂
正

　

神
の
お
と
ず
れ
12
月
号
巻
頭

言
で
、
中
村
豊
主
教
を
「
松
蔭

学
院
学
院
長
」
と
記
載
し
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
「
松
蔭
女
子

学
院
理
事
長
」
で
す
。

　

現
在
の
松
蔭
女
子
学
院
院
長

は
、
郡
司
隆
男
氏
で
す
。
お
詫

び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

2017年3月で退職される中村豊主教様への感謝とお祝いの会を
広島復活教会主催で行います。参加希望の方は、広島復活教会
までご連絡ください。どなたのご参加もお待ちしております。

広島復活教会主催
～ 中村豊主教 感謝の会のお知らせ ～

広島復活教会 TEL082－227－1553

日　時　 2017年3月5日（日） 14時から
場　所　 ホテル メルパルク広島  平成の間
会　費　 5,000円
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神
戸
教
区
主
教
に
着
座
し
て

12
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
教
区

会
で
議
長
の
任
が
最
後
と
な
り
、

来
年
（
２
０
１
７
年
）
３
月
に

退
任
い
た
し
ま
す
。

今
年
度

（
２
０
１
６
年
）
の
出
来
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で

す
が
、
岡
崎
正
司
祭
は
８
月
９

日
（
金
）、
神
戸
赤
十
字
病
院
で

逝
去
さ
れ
、
８
月
11
日
、
葬
送

式
が
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月

に
中
規
模
の
人
事
異
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
戸
教
区

宣
教
１
４
０
周
年
に
当
た
る
今

年
、
周
年
行
事
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
11
月
26
日
（
土
）

に
は
、
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
会

館
･
牧
師
館
落
成
式
が
挙
行
さ

れ
ま
す
。

財
政
と
人
材

　

私
が
２
０
０
４
年
に
教
区
主

教
に
就
任
し
た
当
時
は
司
祭
22

名
、
執
事
１
名
計
23
名
、
現
在

受
聖
餐
者
１
６
０
０
名
と
い
う

陣
容
で
し
た
が
、
そ
の
後
退
職

者
が
増
え
、
２
０
０
６
年
に
は

司
祭
18
名
、
執
事
１
名
、
計
19

名
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
山

陰
伝
道
区
を
例
に
し
ま
す
と
、

６
教
会
で
牧
師
１
名
と
い
う
状

態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

従
っ
て
、
教
区
・
教
会
は
、
教

役
者
俸
給
に
関
わ
る
財
政
問
題

も
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
教
区
の
皆
様
の
篤
い
祈

り
が
神
様
に
届
け
ら
れ
、
次
第

に
聖
職
が
与
え
ら
れ
、
聖
職
按

手
式
を
毎
年
挙
行
し
、
現
在
、

聖
職
と
聖
職
候
補
生
・
神
学
生

計
2
8
名
の
人
材
が
確
保
さ
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
今
年
４
月
の
人
事
異
動
で
、

各
教
会
に
必
要
と
さ
れ
る
牧
師

派
遣
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

　

神
戸
教
区
宣
教
１
４
０
周
年

記
念
礼
拝
説
教
で
述
べ
ま
し
た

よ
う
に
、
１
９
７
０
年
初
頭
か

ら
、
神
戸
教
区
は
新
た
な
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。
教
区
に
は
27

教
会
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
、
24
教
会
は
外
国
宣
教
団

体
の
資
金
に
よ
っ
て
土
地
が
購

入
さ
れ
、
教
会
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
外
国
の
宣
教

団
体
や
教
会
に
依
存
す
る
状
態

か
ら
、
牧
師
俸
給
や
教
会
の
維

持
・
管
理
・
宣
教
に
関
わ
る
費

用
を
信
徒
の
献
金
に
よ
っ
て
賄

う
、
自
給
教
会
へ
の
体
質
改
善

向
け
て
歩
み
だ
し
た
の
で
す
。

同
時
に
、
教
区
分
担
金
を
用
い

て
自
給
困
難
な
教
会
に
財
政
的

支
援
を
実
施
す
る
と
い
う
仕
組

み
が
次
第
に
確
立
さ
れ
ま
し
た
。

自
給
教
会
は
、
自
分
た
ち
だ
け

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
よ
い
と
い

う
姿
勢
か
ら
、
互
い
に
助
け
合

い
、
協
力
し
あ
う
と
い
う
の
が
、

教
会
本
来
の
姿
で
あ
る
こ
と
に

目
覚
め
た
の
で
す
。

　

こ
こ
10
年
、
70
年
代
に
教
会

を
物
心
両
面
で
支
え
て
こ
ら
れ

た
多
く
の
信
徒
が
天
に
召
さ
れ
、

現
在
受
聖
餐
者
も
１
５
０
０
名

を
割
り
込
み
ま
し
た
が
、
こ
れ

に
反
比
例
し
て
、
教
役
者
が
増

加
し
ま
し
た
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
教
会
財
政
が
逼
迫
し
、

教
区
分
担
金
に
反
映
さ
れ
る
牧

師
俸
給
を
ど
の
よ
う
に
し
て
賄

う
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
12
年
前
の

教
区
諸
役
員
の
数
（
延
人
数
）

は
90
名
で
し
た
。
そ
の
後
、
委

員
会
の
新
設
や
教
区
事
務
所
改

変
な
ど
に
よ
り
、
現
在
は
、
１

４
４
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
委
員
会
や
教
区
事
務
所
の
一

員
と
し
て
奉
仕
し
て
く
だ
さ
っ

て
お
り
、
教
区
行
事
に
お
い
て

は
、
企
画
立
案
か
ら
運
営
ま
で
、

円
滑
に
事
が
運
ば
れ
て
い
る
こ

と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

貧
し
い
状
態
で
あ
っ
て
も
教

区
・
教
会
は
様
々
な
活
動
を
実

施
す
る
に
際
し
て
、
常
に
人
材

確
保
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
り
、
こ
れ
よ
っ
て
、
キ

リ
ス
ト
の
枝
と
し
て
の
繋
が
り

が
深
ま
り
、
教
区
・
教
会
に
横

た
わ
る
様
々
な
問
題
が
次
第
に

解
決
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

社
会
と
共
に
在
る

小
さ
な
群
れ

　

ル
カ
福
音
書
７
章
で
は
、
獄

中
か
ら
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
使
者

を
遣
わ
し
て
、
来
る
べ
き
か
た

は
あ
な
た
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ

と
も
ほ
か
の
人
を
待
た
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
か
、
と
イ
エ
ス

の
質
問
し
て
お
り
ま
す
。
イ
エ

ス
の
答
え
は
「
目
の
見
え
な
い

人
は
見
え
、
足
の
不
自
由
な
人

は
歩
き
、
重
い
皮
膚
病
を
煩
っ

て
い
る
人
は
清
く
な
り
、
耳
の

聞
こ
え
な
い
人
は
聞
こ
え
、
貧

し
い
人
は
福
音
を
告
げ
知
ら
さ

れ
て
い
る
。」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
神
の
子
イ
エ
ス
の
使
命
は
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
救
い
の
手

を
差
し
伸
べ
、
救
済
す
る
こ
と

で
し
た
。
使
徒
言
行
録
を
読
み

ま
す
と
、
教
会
員
は
互
い
に
協

力
し
あ
い
、
助
け
合
っ
て
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
悩
む
人
、

悲
し
む
人
、
病
気
の
人
、
貧
し

い
人
、
そ
の
他
災
い
の
う
ち
に

あ
る
人
び
と
に
仕
え
る
（
祈
祷

書
４
７
４
頁
）」
た
め
に
執
事
職

が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
人
た

ち
の
た
め
に
活
動
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
の
弱
い

と
こ
ろ
を
キ
リ
ス
ト
者
が
赴
き
、

苦
し
み
、
悩
み
の
な
か
に
あ
る

人
た
ち
の
必
要
に
応
え
、
愛
の

絆
で
結
ば
れ
た
社
会
づ
く
り
に

参
与
す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命

な
の
で
す
。

　

こ
れ
に
目
覚
め
た
の
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
し
た
。
神

戸
教
区
内
外
か
ら
、
多
く
の
聖

職
・
信
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
神
戸
地
域
に
駆
け
つ
け
、

教
会
が
宿
泊
施
設
と
し
て
解
放

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
約
６

億
円
の
義
援
金
が
被
災
教
会
の

た
め
に
献
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
被
災
し
た
教

会
・
会
館
の
改
修
や
新
築
工
事

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
会

は
地
域
社
会
に
た
め
に
も
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て

証
明
し
た
の
で
す
。
神
戸
教
区

は
こ
の
大
き
な
恵
み
に
感
謝
し

つ
つ
、
東
日
本
大
震
災
そ
し
て

九
州
地
震
に
は
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

宣
教
１
４
０
周
年
に
あ
た
り
、

「
小
さ
な
群
れ
よ
、
恐
れ
る
な
。

あ
な
た
が
た
の
父
は
喜
ん
で
神

の
国
を
く
だ
さ
る
。（
ル
カ
に
よ

る
福
音
書
12
章
32
節
）」
の
聖
句

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
群

れ
と
い
う
意
味
は
、
僅
か
な
羊

の
こ
と
で
す
。
こ
の
羊
は
小
さ

い
こ
と
を
恐
れ
る
。
弱
い
こ
と

を
恐
れ
る
。
貧
し
い
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
、

恐
れ
と
い
う
も
の
が
人
間
を
ど

ん
な
に
損
な
っ
て
し
ま
う
か
。

人
間
を
ど
ん
な
に
駄
目
に
し
て

し
ま
う
か
を
よ
く
ご
存
知
で
し

た
。

　

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
で
舟
に
乗
り

込
み
、
向
こ
う
岸
に
渡
ろ
う
と

し
た
と
き
、
激
し
い
突
風
が
起

こ
り
、
舟
は
波
を
か
ぶ
っ
て
、

水
浸
し
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
イ
エ
ス
は
艫
の
方
で

枕
を
し
て
眠
っ
て
お
ら
れ
た
の

で
す
。
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス
を

起
こ
し
て
、「
先
生
、
わ
た
し
た

ち
が
お
ぼ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い

の
で
す
か
（
マ
ル
コ
６
：
35
）」

と
言
っ
た
と
き
、イ
エ
ス
は
「
な

ぜ
怖
が
る
の
か
。
ま
だ
信
じ
な

い
の
か
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
羊
飼
い
は
小
さ
な
群

れ
と
共
に
在
り
、
群
れ
を
守
り
、

必
要
な
も
の
を
提
供
し
、
豊
か

な
牧
草
地
に
必
ず
導
い
て
く
だ

さ
る
の
で
す
。

　

神
戸
教
区
は
宣
教
１
５
０
年

向
け
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
て

お
り
ま
す
が
、
各
教
会
が
掲
げ

た
宣
教
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
神
の

秘
め
ら
れ
た
計
画
（
Ⅰ
コ
リ
ン

ト
４
：
１
）
と
し
て
捕
ら
え
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
教
会
の
管
理
者

と
し
て
の
牧
師
は
、
少
な
く
と

も
、
受
聖
餐
者
総
会
時
に
、
１

年
間
の
宣
教
活
動
評
価
と
、
今

後
の
方
針
や
具
体
的
な
計
画
に

（演奏された松原晴美氏）

神
戸
教
区
第
84
定
期
教
区
会

教
区
主
教
開
会
演
説

主
教　

ア
ン
デ
レ　

中　

村　
　
　

豊

（
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会              

建
築
実
行
委
員
長  

田
口
安
雄
）

（
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
委
員
会   

委
員
長
）

徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会 

編

教
会
建
築
シ
リ
ー
ズ
⑤

　

11
月
26
日
（
土
）
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
中
村
主
教
様
に
徳
山

聖
マ
リ
ア
教
会
礼
拝
堂
の
増
築

と
新
会
館
・
教
職
舎
の
祝
福
式

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
建
物
を
設
計
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
村
越
千
幸
子
先

生
、
ま
た
立
派
に
施
工
し
て
く

だ
さ
っ
た
長
﨑
建
設
の
社
長
様

を
は
じ
め
工
事
関
係
者
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
事
故
も
な
く
気

持
ち
の
よ
い
建
物
が
完
成
致
し

ま
し
た
。

　

小
さ
な
地
方
教
会
で
こ
の
よ

う
な
大
き
な
挑
戦
が
で
き
ま
し

た
の
は
、
ま
さ
に
神
様
の
お
導

き
で
あ
り
、
教
区
の
聖
職
・
信

徒
の
方
々
、
主
の
交
わ
り
の
う

ち
に
あ
る
日
本
聖
公
会
の
皆
様

の
ご
支
援
の
賜
物
で
す
。
建
築

開
始
当
初
は
、
本
当
に
実
現
で

き
る
の
か
、
募
金
は
集
ま
る
の

か
、
不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
ま

し
が
、
皆
様
の
励
ま
し
の
募
金

と
共
に
添
え
ら
れ
た
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
よ
り
、
幾
度
と
な
く

励
ま
さ
れ
前
に
進
む
勇
気
を
持

ち
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会

で
は
地
域
の
方
々
を
お
招
き
し
、

共
に
さ
さ
げ
る
礼
拝
や
諸
行
事

な
ど
を
増
や
し
て
交
わ
り
の
場

所
と
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
に
も
使
い

や
す
い
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
徳
山
め
ぐ
み
幼
稚
園
と

連
携
し
て
子
育
て
世
代
に
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
高
齢
者

や
リ
ハ
ビ
リ
中
の
方
々
に
も
憩

い
の
場
と
し
て
い
だ
た
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

神
戸
教
区
で
は
西
の
端
に
あ

る
少
し
遠
い
場
所
に
あ
り
ま
す

が
、
ぜ
ひ
礼
拝
や
行
事
に
訪
れ

て
頂
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
れ
か
も
皆
様
の
お

祈
り
内
に
覚
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

11
月
19
日
（
土
）
午
後
３
時
、

宣
教
１
４
０
周
年
記
念
・
オ
ル

ガ
ン
奉
献
３
周
年
記
念
・
松
原

晴
美
氏
（
桃
山
学
院
大
学
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
）
演
奏
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大

聖
堂
で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人

が
集
ま
り
ま
し
た
。
演
奏
に
先

立
ち
、
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖

堂
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
・
伊
藤
純
子

姉
に
よ
る
奏
楽
で
聖
歌
を
歌
い
、

中
村
教
区
主
教
の
司
式
で
オ
ル

ガ
ン
奉
献
感
謝
の
祈
り
を
皆
で

奉
げ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
１
曲
目
は
、
フ

ラ
ン
ス
人
作
曲
家
ラ
ン
グ
レ
ー

の
『
神
へ
の
感
謝
の
祈
り
の
歌

「
テ
・
デ
ウ
ム
」』、「
宣
教
１
４

０
周
年
と
オ
ル
ガ
ン
奉
献
３
周

年
の
お
祝
い
、
感
謝
の
気
持
ち
」

と
い
う
松
原
氏
の
解
説
の
後
、

大
胆
な
和
音
が
聖
堂
に
鳴
り
響

き
、
観
客
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ブ
ラ
ー
ム
ス
、
バ
ッ
ハ

と
続
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
後
半
で

は
、
ア
メ
リ
カ
在
住
の
オ
ル
ガ

ニ
ス
ト
、
松
原
氏
の
ご
友
人
で

も
あ
る
渡
邊
清
人
氏
作
曲
の
聖

歌
15
番
「
来
る
朝
ご
と
に
」
と

３
２
３
番
「
こ
の
世
は
み
な
神

の
世
界
」
の
ア
レ
ン
ジ
曲
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
聖
歌

と
し
て
知
ら
れ
る
聖
歌
１
５
番

が
ジ
ャ
ズ
に
変
貌
し
、
オ
ル
ガ

ン
で
聞
く
そ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

リ
ズ
ム
に
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え

ま
し
た
。
２
０
１
６
年
は
、
宣

教
１
４
０
周
年
と
し
て
様
々
な

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
最

後
を
締
め
く
く
る
行
事
と
し
て
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、

ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
う
３
曲
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。
バ
ロ
ッ
ク
か

ら
現
代
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
日
本
の
作
曲
家

ま
で
、
多
様
な
楽
曲
が
演
奏
さ

れ
ま
し
た
が
、
曲
の
合
間
の
解

説
か
ら
溢
れ
出
る
松
原
氏
の
神

へ
の
思
い
が
根
底
に
流
れ
る
も

の
で
し
た
。
心
配
し
た
天
候
が

穏
や
か
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

オ
ル
ガ
ン
の
調
子
も
大
変
よ
く
、

演
奏
終
了
後
、
多
く
の
方
か
ら

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
生
ま
れ
の
オ
ル
ガ

ン
は
３
年
を
経
て
、
着
実
に
神

戸
に
根
付
い
て
き
ま
し
た
。
そ

の
音
色
を
聴
く
私
た
ち
は
神
の

平
和
を
紡
ぐ
器
と
し
て
、
益
々

力
を
得
た
い
と
願
い
ま
す
。

　

当
日
、
オ
ル
ガ
ン
維
持
の
た

め
自
由
献
金
と
し
て
６
万
36
円

が
奉
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力

下
さ
っ
た
方
々
に
こ
の
紙
面
を

借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（新会館でくす玉割り）

宣
教
１
４
０
周
年
記
念

オ
ル
ガ
ン
奉
献
３
周
年

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

ル
　
ツ
　
原
田  

里
香
子
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神
戸
教
区
主
教
に
着
座
し
て

12
年
に
な
り
ま
す
が
、
今
教
区

会
で
議
長
の
任
が
最
後
と
な
り
、

来
年
（
２
０
１
７
年
）
３
月
に

退
任
い
た
し
ま
す
。

今
年
度

（
２
０
１
６
年
）
の
出
来
事

　

今
年
度
の
教
役
者
の
動
き
で

す
が
、
岡
崎
正
司
祭
は
８
月
９

日
（
金
）、
神
戸
赤
十
字
病
院
で

逝
去
さ
れ
、
８
月
11
日
、
葬
送

式
が
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
4
月

に
中
規
模
の
人
事
異
動
を
実
施

し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
戸
教
区

宣
教
１
４
０
周
年
に
当
た
る
今

年
、
周
年
行
事
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
11
月
26
日
（
土
）

に
は
、
徳
山
聖
マ
リ
ア
教
会
会

館
･
牧
師
館
落
成
式
が
挙
行
さ

れ
ま
す
。

財
政
と
人
材

　

私
が
２
０
０
４
年
に
教
区
主

教
に
就
任
し
た
当
時
は
司
祭
22

名
、
執
事
１
名
計
23
名
、
現
在

受
聖
餐
者
１
６
０
０
名
と
い
う

陣
容
で
し
た
が
、
そ
の
後
退
職

者
が
増
え
、
２
０
０
６
年
に
は

司
祭
18
名
、
執
事
１
名
、
計
19

名
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
山

陰
伝
道
区
を
例
に
し
ま
す
と
、

６
教
会
で
牧
師
１
名
と
い
う
状

態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

従
っ
て
、
教
区
・
教
会
は
、
教

役
者
俸
給
に
関
わ
る
財
政
問
題

も
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
教
区
の
皆
様
の
篤
い
祈

り
が
神
様
に
届
け
ら
れ
、
次
第

に
聖
職
が
与
え
ら
れ
、
聖
職
按

手
式
を
毎
年
挙
行
し
、
現
在
、

聖
職
と
聖
職
候
補
生
・
神
学
生

計
2
8
名
の
人
材
が
確
保
さ
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
を
も
ち
ま
し

て
、
今
年
４
月
の
人
事
異
動
で
、

各
教
会
に
必
要
と
さ
れ
る
牧
師

派
遣
は
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

　

神
戸
教
区
宣
教
１
４
０
周
年

記
念
礼
拝
説
教
で
述
べ
ま
し
た

よ
う
に
、
１
９
７
０
年
初
頭
か

ら
、
神
戸
教
区
は
新
た
な
時
代

を
迎
え
ま
し
た
。
教
区
に
は
27

教
会
が
存
在
し
ま
す
が
、
そ
の

う
ち
、
24
教
会
は
外
国
宣
教
団

体
の
資
金
に
よ
っ
て
土
地
が
購

入
さ
れ
、
教
会
が
建
て
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
外
国
の
宣
教

団
体
や
教
会
に
依
存
す
る
状
態

か
ら
、
牧
師
俸
給
や
教
会
の
維

持
・
管
理
・
宣
教
に
関
わ
る
費

用
を
信
徒
の
献
金
に
よ
っ
て
賄

う
、
自
給
教
会
へ
の
体
質
改
善

向
け
て
歩
み
だ
し
た
の
で
す
。

れ
て
い
る
。」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
神
の
子
イ
エ
ス
の
使
命
は
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
救
い
の
手

を
差
し
伸
べ
、
救
済
す
る
こ
と

で
し
た
。
使
徒
言
行
録
を
読
み

ま
す
と
、
教
会
員
は
互
い
に
協

力
し
あ
い
、
助
け
合
っ
て
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
悩
む
人
、

悲
し
む
人
、
病
気
の
人
、
貧
し

い
人
、
そ
の
他
災
い
の
う
ち
に

あ
る
人
び
と
に
仕
え
る
（
祈
祷

書
４
７
４
頁
）」
た
め
に
執
事
職

が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
人
た

ち
の
た
め
に
活
動
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
の
弱
い

と
こ
ろ
を
キ
リ
ス
ト
者
が
赴
き
、

苦
し
み
、
悩
み
の
な
か
に
あ
る

人
た
ち
の
必
要
に
応
え
、
愛
の

絆
で
結
ば
れ
た
社
会
づ
く
り
に

参
与
す
る
こ
と
が
重
要
な
使
命

な
の
で
す
。

　

こ
れ
に
目
覚
め
た
の
が
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
し
た
。
神

戸
教
区
内
外
か
ら
、
多
く
の
聖

職
・
信
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
神
戸
地
域
に
駆
け
つ
け
、

教
会
が
宿
泊
施
設
と
し
て
解
放

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
約
６

億
円
の
義
援
金
が
被
災
教
会
の

た
め
に
献
げ
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
被
災
し
た
教

会
・
会
館
の
改
修
や
新
築
工
事

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
教
会

は
地
域
社
会
に
た
め
に
も
存
在

し
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て

証
明
し
た
の
で
す
。
神
戸
教
区

は
こ
の
大
き
な
恵
み
に
感
謝
し

つ
つ
、
東
日
本
大
震
災
そ
し
て

九
州
地
震
に
は
多
数
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
派
遣
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

宣
教
１
４
０
周
年
に
あ
た
り
、

「
小
さ
な
群
れ
よ
、
恐
れ
る
な
。

あ
な
た
が
た
の
父
は
喜
ん
で
神

の
国
を
く
だ
さ
る
。（
ル
カ
に
よ

る
福
音
書
12
章
32
節
）」
の
聖
句

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
群

れ
と
い
う
意
味
は
、
僅
か
な
羊

の
こ
と
で
す
。
こ
の
羊
は
小
さ

い
こ
と
を
恐
れ
る
。
弱
い
こ
と

を
恐
れ
る
。
貧
し
い
こ
と
を
恐

れ
て
い
る
の
で
す
。
イ
エ
ス
は
、

恐
れ
と
い
う
も
の
が
人
間
を
ど

ん
な
に
損
な
っ
て
し
ま
う
か
。

人
間
を
ど
ん
な
に
駄
目
に
し
て

し
ま
う
か
を
よ
く
ご
存
知
で
し

た
。

　

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
で
舟
に
乗
り

込
み
、
向
こ
う
岸
に
渡
ろ
う
と

し
た
と
き
、
激
し
い
突
風
が
起

こ
り
、
舟
は
波
を
か
ぶ
っ
て
、

水
浸
し
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
イ
エ
ス
は
艫
の
方
で

枕
を
し
て
眠
っ
て
お
ら
れ
た
の

で
す
。
弟
子
た
ち
は
イ
エ
ス
を

起
こ
し
て
、「
先
生
、
わ
た
し
た

ち
が
お
ぼ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い

の
で
す
か
（
マ
ル
コ
６
：
35
）」

と
言
っ
た
と
き
、イ
エ
ス
は
「
な

ぜ
怖
が
る
の
か
。
ま
だ
信
じ
な

い
の
か
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
羊
飼
い
は
小
さ
な
群

れ
と
共
に
在
り
、
群
れ
を
守
り
、

必
要
な
も
の
を
提
供
し
、
豊
か

な
牧
草
地
に
必
ず
導
い
て
く
だ

さ
る
の
で
す
。

　

神
戸
教
区
は
宣
教
１
５
０
年

向
け
て
新
た
な
歩
み
を
始
め
て

お
り
ま
す
が
、
各
教
会
が
掲
げ

た
宣
教
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
「
神
の

秘
め
ら
れ
た
計
画
（
Ⅰ
コ
リ
ン

ト
４
：
１
）
と
し
て
捕
ら
え
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
、
教
会
の
管
理
者

と
し
て
の
牧
師
は
、
少
な
く
と

も
、
受
聖
餐
者
総
会
時
に
、
１

年
間
の
宣
教
活
動
評
価
と
、
今

後
の
方
針
や
具
体
的
な
計
画
に

つ
い
て
信
徒
の
方
々
に
表

明
し
、
協
力
し
な
が
ら
宣

教
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

在
任
中
の
12
年
間
、
教
区

の
皆
様
の
ご
協
力
を
深
く
感

謝
し
、
新
主
教
の
も
と
、
宣

教
１
５
０
年
向
け
て
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
よ
り
臨
時
教
区
会

を
開
会
い
た
し
ま
す
が
、
次
期

神
戸
教
区
主
教
が
円
滑
に
選
出

さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。選
挙
に
あ
た
り
、「
ど

う
か
常
に
主
の
公
会
を
守
り
、

偽
り
の
使
徒
を
防
ぎ
、
忠
実
な

牧
者
に
よ
っ
て
治
め
導
か
れ
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
祈

る
マ
ッ
テ
ヤ
日
の
特
祷
に
注
目

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
忠
実
な
牧
者
と
は
、
キ
リ

ス
ト
の
群
れ
全
体
に
忠
実
で
あ

り
、
教
会
や
人
々
に
忠
実
に
仕

え
る
司
祭
や
主
教
が
教
区
主
教

と
し
て
召
し
だ
さ
れ
る
の
で
す
。

　

教
区
会
議
員
・
代
議
員
共
に
、

様
々
な
思
い
を
抱
い
て
議
場
に

臨
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
虚

心
坦
懐
に
投
票
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

　

去
る
11
月
23
日
（
水
）、
神
戸

教
区
第
84
定
期
教
区
会
及
び
第
85

臨
時
教
区
会
（
主
教
選
挙
）
が
神

戸
聖
ミ
カ
エ
ル
大
聖
堂
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
午
前
７
時
か
ら
聖

餐
式
を
も
っ
て
始
ま
り
ま
し
た
。

礼
拝
後
、
地
下
ホ
ー
ル
に
移
動
し

て
朝
食
を
い
た
だ
い
た
後
、
教
役

者
議
員
お
よ
び
信
徒
代
議
員
の
調

査
確
認
が
行
わ
れ
今
教
区
会
の
成

立
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
番
外
議
員
の
推
薦
や

新
議
員
の
歓
迎
が
行
わ
れ
、
中
村

教
区
主
教
が
開
会
演
説
を
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
各
委
員
会
か
ら
の
報

告
が
行
わ
れ
全
て
の
報
告
は
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
教
区
会
に

は
主
に
教
区
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
と
予
算
、
建
築
な
ど

の
基
本
財
産
処
分
、
教
区
規
則
の

変
更
な
ど
に
関
わ
る
15
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
審
議
の
結

果
、
全
て
の
議
案
は
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
常
置
委
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
来
年
度
の
新
し
い
常
置
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
引
き
続
き
教
区
内
の
堅
信

50
年
を
迎
え
た
人
々
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
村
主
教
か
ら
表

彰
者
を
代
表
し
て
古
野　

毅
兄

（
松
江
基
督
教
会
代
議
員
・
写
真

左
）
に
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

長
年
に
渡
っ
て
信
仰
生
活
を
守
ら

れ
、
ま
た
属
す
る
教
会
を
支
え
て

来
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
感
謝
の

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
午
後
２
時
か
ら
会
場

を
大
聖
堂
に
移
し
て
主
教
選
挙
が

行
わ
れ
、
27
回
に
渡
り
投
票
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
当
選
者
は
得
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
第
二
回
目
の
主

教
選
挙
は
３
月
４
日
（
土
）
に
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

二
○
一
七
年
常
置
委
員

　【
聖
職
】
司
祭
　
上
原
　
信
幸

司
祭
　
小
林
　
尚
明

司
祭
　
小
南
　
　
晃

　【
信
徒
】　
　
　
　
松
田
　
嘉
彦

大
東
　
正
人

大
東
　
康
人

【
神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会
】

　

ヨ
ハ
ネ　

岸
上　

龍
平　

兄

　
バ
ル
ト
ロマ
イ　

金
子　

謙
治　

兄

　

ア
ン
デ
レ　

香
川　

正
美　

兄

　
マ
リ
ア
ミ
カ
エ
ラ　

小
松
原
照
代　

姉

　
　
　
　
　
　

上
田　

章
子　

姉

　

プ
リ
ス
カ　

堀
田　

紀
子　

姉

【
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
】

　

リ
ベ
カ　

蔭
山　

陽
子　

姉

【
明
石
聖
マ
リ
ア
・

　
　
　
　

マ
グ
ダ
レ
ン
教
会
】

　

ヤ
コ
ブ　

伊
藤　

四
朗　

兄

　

ナ
オ
ミ　

平
山　

久
美
子
姉

　

ペ
テ
ロ　

石
本　
　

弘　

兄

　

キ
ャ
サ
リ
ン　

石
本　

喜
美
子
姉

【
姫
路
顕
栄
教
会
】

　
エ
リ
ザ
ベ
ツ　

山
中　

優
子　

姉

　

セ
シ
リ
ア　

古
崎　

恵
子　

姉

【
倉
敷
聖

　
　

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会
】

　
ロ
ー
レ
ン
ス　

山
本　

耕
一
郎
兄

【
下
関
フ
ラ
シ
ン
ス
コ
・

　
　
　
　
　

ザ
ビ
エ
ル
教
会
】

　

サ
　

ラ　

柴
田　

啓
子　

姉

　

ア
グ
ネ
ス　

村
上
は
る
み　

姉

【
松
江
基
督
教
会
】

　

リ
チ
ャ
ー
ド　

古
野　
　

毅　

兄

　

ユ
ニ
ケ　

石
野　

公
子　

姉

【
米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
】

　

ア
ン
ジ
ェ
ラ　

仲
田　

豊
実　

姉

【
大
洲
聖
公
会
】

　

ス
ザ
ン
ナ　

村
上
喜
美
子　

姉

　

ヨ
ハ
ン
ナ　

村
上　

廣
子　

姉

【
高
松
聖
ヤ
コ
ブ
教
会
】

　

テ
モ
テ　

小
川　

義
郎　

兄

【
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
】

　

ア
グ
ネ
ス　

土
居　

節
子　

姉

　

ク
ラ
ラ　

三
宮　

茂
代　

姉

　
フ
ラ
ン
セ
ス　

沢
村　

紀
子　

姉

　

グ
レ
ー
ス　

松
本　

恵
子　

姉

　
マ
ー
ガ
レッ
ト　

浦
部　

暁
美　

姉

　

ロ
ー
ズ　

松
本　

貴
美
子
姉

　

マ
リ
ア　

植
田　

晴
江　

姉

【
徳
島
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
教
会
】

　

ロ
イ
ス　

立
木　

恵
美
子
姉

　
フ
ァ
ビ
ア
ン　

野
本　

陽
一　

兄

【
鳴
門
聖
パ
ウ
ロ
教
会
】

　
エ
リ
サ
ベ
ツ　

金
森　

澄
子　

姉

堅
信
50
年
顕
彰
者

第
84
定
期
教
区
会
及
び

第
85
臨
時
教
区
会
報
告

神
戸
教
区
第
85
臨
時
教
区
会

教
区
主
教
開
会
演
説

主
教　

ア
ン
デ
レ　

中　

村　
　
　

豊


